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【一般講演5】 第18席 匹地流の鍼灸書について

兵庫 岩田 源太郎

我が国の鍼灸は、明や朝鮮の影響を受けて、織豊期頃から大きく変化を始める。その結果として、多数

の流派が出現し、多彩な鍼灸術が現れた。この古い流派の中には、直接明人から医学伝承を受け、かつ独

特の用語や穴名を用いるという独自性をもつ、吉田流や匹地流のような流派も存在した。

匹地流においては、慶長年間（1596～1614）に長崎に渡来し、鍼術をもって名声を博していた明人・琢

周から伝授をされた開祖・匹地喜庵が、その鍼灸術によって大いに治効をあげたという。余談ではあるが、

吉田流においても、開祖・吉田意休が永禄初年（1558）から7年間にわたって渡明し、その際に「杏琢周」

なる人物から鍼術を学んだという記事がある。しかし、この二人の「琢周」については、その関係を含め

て未だ不明な点が多い。

今回の研究では、匹地流の鍼灸の一端を明らかにする目的で、匹地流の諸本に見える選穴に焦点を絞っ

て検討考察を行った。検討対象を匹地流の代表的著作『大明琢周鍼法一軸』に限定し、その抄物である『大

明琢周鍼法抄』を参照しつつ、内容を検討した。

日本鍼灸史学会第15回学術大会（2007） 24（13）


